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京都府立城陽支援学校

校長 渡部 浩三

昨年10月29日～11月６日に京都府下各会場で開催され、多くの高校生

も活躍しました。"冠句が発する輝きの輪を広げる心"のテーマに、全国

から約15,000句の応募がありました。

本校通学高等部は国語科や学年が中心となり作品指導を行い応募しま

した。その結果、「１年生の森島 穂香さん」が見事「入選」しました。

好きな歌 笑いも涙も あるんだね

新年おめでとうございます。
児童・生徒の活躍、教育実践を発信し、本校の御理解と特別支援教育に

おける地域のセンター的役割を果たしていけるよう全力で取り組みますの

で、今年も皆様の御協力を宜しくお願いいたします。

学 校 だ よ り

重心教育部

２学期全校終業式では多くの重心

教育部の児童生徒が元気に参加でき

ました。どのグループも登校回数も

増え、体育大会、学習発表会ではリ

ハーサルも含めて力一杯取り組むこ

とができました。

これから寒さが本番になります。

病院と連携し

ながら体調を

整え、教室の

温度や湿度を

含めて教育環境に十分配慮した授業

をすすめていきます。

老人ホームとの交流

病弱教育部は近隣の老人ホームとの福祉交流に取り組んでいま

す。（本校周辺は老人ホーム等福祉ゾーンになっています）事前

学習では、お年寄りの加齢に伴う身体の動きについて調べたり、

交流での音楽発表、ゲームの企画など準備しました。

当日は進行を担当し、一緒にボーリングなどを楽しみました。

交流の老人ホームは本校の学習発表会や芸術鑑賞会などでも参観

や作品展示の協力をいただいています。相手の立場に立って場面

に応じた対応を考える経験の場にもなりました。

病弱教育部

自立活動の時間にコミュニケーシ

ョン活動(学習のねらい等の詳細はホ

ームページを参

照してください)

を年間を通して

取り組んでいます。

児童生徒、教員全員の参加で進め

ています。進行を児童生徒が担うよ

うになり、楽しく取り組むとともに

周りの状況に応じた対応力や自己判

断力もついてきています。

中学部３年生は進路面談を終え、

各自の目標に向けて頑張っています。

通学高等部

１年生は校内実

習に取り組み、一

丸となって互いに

励まし合いながら製品作りの目標を

達成し、３学期の現場実習の自信と

なりました。

12月９日(金)は持

久走(太陽が丘運動公園)、14日(水)

は音楽発表会があり、日頃の学習成

果を発表しました。

併行して３年

生は職場実習に

頑張っています。



※３学期の月行事予定を載せています。変更もありますので、行事等は教育部に最終確認してください。


